
発泡プラスチック系断熱材は樹脂を発泡させるために発泡ガスを用いており、その多くは炭化水素系の可燃性ガスです。そのため発泡成
形直後、出荷直後の発泡プラスチック系断熱材からは発泡ガスの放散が続いているため製品を貯蔵する場所は風通しの良い場所にするか､
密閉した部屋で貯蔵す場合は定期的に窓開け等で換気し、その部屋で使用する機器は火花等を発生しにくい防爆性能を持つ機器を選定し
ます。発泡ガスは空気より重いので換気する場合も床上に風がながれるようにします。
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発泡プラスチック断熱材の防火性評価のための基礎的研究燃焼性状と相関性の高い材料物性の検討
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